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「輝く人」とは、夢のため、人のため、地域のため、
一つのことに打ち込んで頑張っている人。それぞれ目的
は違えど、その活動は、より良いまちづくりへとつなが
っています。「輝く人」の輝きを多くの方に知ってもらい
たい、その思いが「輝く人」シリーズの原点です。

が
大
竹
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
代

表
理
事
に
就
任
し
て
今
年
で
３
年

目
に
な
り
、
加
盟
店
は
58
軒
で
す
。
人
が

集
ま
り
、
愛
さ
れ
る
商
店
街
を
目
指
し
て
、

商
工
会
議
所
や
加
盟
店
と
協
力
し
合
っ
て

い
ま
す
。
最
近
、
夜
の
商
店
街
を
通
っ
て

何
か
気
付
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

以
前
は
夜
に
な
る
と
薄
暗
か
っ
た
商
店

街
。
現
在
は
外
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て

お
り
、
以
前
に
比
べ
て
と
て
も
明
る
く
な
っ

て
い
ま
す
よ
。

　商
店
街
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
「
土
曜
夜
市
」
が
あ

り
ま
す
。
約
50
年
続
く
、
伝
統
あ
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
毎
年
約
３
千
人
の
方
が
来
て

く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
お
楽
し
み
券

を
片
手
に
手
作
り
の
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し

ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
８
月
に
３

回
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
商
店
街
の
人

通
り
が
少
な
く
な
り
、
や
め
る
意
見
が
出

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

市
民
の
方
か
ら
「
や
め
な
い
で
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
あ
が
り
、
土
曜
夜
市
は
多
く

の
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
土
曜
夜
市
を
絶
や
す

こ
と
の
な
い
よ
う
こ
れ
か
ら
も
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　10
月
に
は
、
商
店
街
で
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

（
上
・
右
）雨
な
ん
て
気
に
し
な
い
。

ゲ
ー
ム
に
夢
中
な
子
ど
も
た
ち
。

（
上
）仲
間
で
励
ま
し
合
っ
て
登
り
切
っ

た
大
平
山
。見
下
ろ
す
景
色
は
最
高
。

（
左
）照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、海
水
浴

で
暑
さ
を
乗
り
切
る
子
ど
も
た
ち
。

（上）巨石一つ一つに丁寧に
筆を進めていった。
（右）躍動感あふれるストーン
（巨石）アート。総合体育館に
見に行こう。

仲間とつくる  夏の思い出
三原市佐木島

　ジュニアリーダー育成事業に参加のメン
バー約20人が２泊３日で三原市佐木島へ。中
学生が主体となり、小学生高学年から高校生
までが協力し合って生活を共にした。海水浴、
釣り大会、大平山登山などを思いっきり楽し
んだ子どもたちは、とても生き生きとした表
情を見せていた。

新たなストーン（巨石）
アート登場

総合体育館
　市制施行60周年記念事業の一環として、新た
な５基のストーン（巨石）アートが総合体育館前の
植え込みに登場。総合市民会館の絵画教室などで
活動する有志が、体育館にちなんで、卓球や空手
などのスポーツをテーマにした絵を描いた。石の
凹凸を生かした、立体的で躍動感あふれる仕上が
りになっている。

287 297

267 277

雨でも楽しい　土曜夜市
大竹駅前商店街

　夏の風物詩「土曜夜市～笑顔いっぱい。きてみん
祭！～」が行われ、あいにくの雨にもかかわらず、たく
さんの人でにぎわった。会場には手作りのゲームや
屋台などが並び、子どもたちは夢中になって楽しん
でいた。

28
大竹駅前商店街振興組合　代表理事
田宮 裕朗 さん（62 歳　白石２）
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